
 

 

 

 

 

    

 

 

 学校にも「学校教育目標」があり、学級にも「学

級目標」があり、委員会やクラブでも目標を掲げ

て 1 年が始まりました。先日の児童生徒総会で発

表された「児童生徒会目標」は「HOME（ホーム）」

でした。その説明の中には、「まずは、学校が家の

ような楽しさや心地のよい場所になってほしいと

いう HOME があります。」とありました。頭文字

にもそれぞれ意味をもたせ、最終的に「我が家の

ような」学校を目指すという提案でした。 

 目標を達成していくためには、 

それを実現するための取組が 

必要です。児童生徒会の 

役員さんは、呼びかける 

ポスターや実態把握の 

アンケートを作成中で、 

早速動き出しています。 

 各学級の学級目標実現の 

           のため 

           にも何を 

実行していくかを 

決めましょう。目標実現 

           のために「いつ、どんな 

           方法で取り組み、どんな 

           学級になっていたいか」 

           を決め、お互いに協力し 

           て進めていきましう。 

            学級での目標を実現す 

           るのは、毎日の授業や生 

           活の中で、一つ一つ地道

なやりとりの繰り返しだ 

           と思います。対話です。 

 

 

 

 

 

 毎日毎日、自分達の目 

標について確認し、でき 

てきたことを互いに確か 

め合って、評価していき 

ましょう。各学期末にふ 

り返り「４月当初から、 

確かに変わった！」と児 

童生徒の皆さんが実感で 

きれば、それが成長であ 

るし、皆さん自身の手で 

実証したこととなります。そうすれば３月末には、 

        しっかりと学校教育目標が達成 

目標も達成されたこ  されると思います。学校 

とになります。      の目標・学級の目標 

             ・委員会やクラブの 

              目標は全てつなが 

っています。 

         先生達も目標達 

       成のために努力し 

ます。児童生徒の皆

さんも         さんも、積極的に自分 

の力を発揮してください。

そして全員でやり遂げましょう。 

そのためにも「HOME」 

です。一人一人が主役です。 

お手本になってみんなで楽 

しみ（エンジョイ）ながら、 

よりよい吉和学園を創っ 

ていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

           

     

 

 

 

 

 

まなびの森     
学校教育目標「自分を育て 人とつながり 自己実現する児童生徒の育成」 

 

目標を具体化してやり遂げる 

H：一人一人が 

O：お手本になって 

M：みんなで 

E：enjoy！！(エンジョイ) 
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